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系列は順序を持った記号の並びW = 〈w1, w2, . . . , wT 〉と
する．各記号wtは対応する状態 stを持つとする．状態 stの
並び S = 〈s1, s2, . . . , sT 〉を状態列と呼ぶ．本研究ではクラ






































(episode) (頻度 4以上) (頻度 6以上)
再現率 1.000 0.952 0.939
精度 0.867 0.667 0.660
F1 0.929 0.784 0.775
再現率 0.968 0.894 0.877
精度 0.973 0.923 0.915
F1 0.970 0.908 0.895
再現率 0.983 0.929 0.928
精度 0.958 0.902 0.892
F1 0.970 0.915 0.910
再現率 0.773 0.575 0.561
精度 0.984 0.899 0.900
F1 0.866 0.702 0.691
正解率 0.956 0.879 0.871
表 (1) で最も高い F 値を与えている CCAT クラスでは，
ベースライン手法（頻度 4以上）で F値 0.915に対し，提案
手法では 0.970と 5.5%上回っている．頻度 6以上のベース
ライン手法（F値 0.910）に対しては 6%の向上が見られる．
最も低い F値を与えている ECATクラスにおいても，ベー
スライン手法（頻度 4以上）で F値 0.702, ベースライン手
法（頻度 6以上）で F値 0.691に対し，提案手法では F値
0.866と 16%以上高い．ベースライン手法（頻度 6以上）の
各指標は頻度 4以上のものに比べ 0.1%から 2%ほど低く，準
じた結果となっている．正解率では，提案手法が 0.956，ベー






























合わせを行っている．今回使用したコーパスは |Y| = 14で
あるので，|Y|(n+1) = 142 程度の計算回数となっている．提
案手法はラベル種類数 |Y|や次数 nに左右されないものの，
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